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築地在住の信田さんファミリー
左から　茉由佳（まゆか）さん 小４、莉々佳（りりか）さん 小６、紗衣佳（さえか）さん 小３

主な内容

（2017年）

【題字】 網代　暖花さん
あ じろ のど か

し　だ

胎内市ホームページアドレス　http://www.city.tainai.niigata.jp/

編
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記

編
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後
記

議
会
報
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

（
主
な
も
の
）

◎
平
成
29
年 

第
１
回
定
例
会
の
議
決
結
果
・

討
論
に
つ
い
て
（
Ｐ
２
〜
Ｐ
４
）

◎
会
派
代
表
質
問・一
般
質
問
に
つ
い
て（
Ｐ
６
〜
Ｐ
15)

◎
常
任
委
員
会
審
査
に
つ
い
て（
Ｐ
1６
〜
Ｐ
1７
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◎
平
成
29
年
度 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ

い
て 

（
Ｐ
18
〜
Ｐ
19
）

◎
閉
会
中
所
管
事
務
調
査・行
政
視
察
報
告
に

つ
い
て（
Ｐ
20
〜
Ｐ
21
）

◎
表
紙・裏
表
紙（
傍
聴
記
、編
集
後
記
等
）に
つ
い
て

◎
そ
の
他
、市
議
会
に
関
す
る
意
見
、提
言
な
ど

№
51
（
平
成
29
年
５
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
）
を
見
て

「
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
」
募
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議員名

議案名

高
橋
政
実

森
本
将
司

八
幡
元
弘

佐
藤
陽
志

渡
辺
秀
敏

坂
上
清
一

小
野
德
重

渡
辺
栄
六

天
木
義
人

佐
藤
武
志

榎
本
丈
雄

薄
田　
　

智

渡
辺　
　

俊

桐
生
清
太
郎

渡
辺
宏
行

丸
山
孝
博

議
決
結
果

賛
成
※

反
対
※

意
見
書

「テロ等準備罪」の廃案を求める意見書
【提案者：佐藤陽志 議員】 〇 × × 〇 〇 × × × × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 否 決 8 8

国政・地方選挙における供託金制度の見直しを求め
る意見書　【提案者：佐藤陽志 議員】 〇 × × 〇 〇 × × × × × × 〇 × 〇 〇 〇 否 決 7 9

内容： 国政 ･ 地方選挙に立候補するには、高額の供託金が必要なことから、広く市民の政治参加を促すため、国等に対し供託金制
度を見直すよう求めるもの。

請
願

所得税法第 56 条廃止の意見書を国に提出すること
を求める請願　【請願者：新商連婦人部協議会】 〇 × × 〇 〇 × × × × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 不採択 8 8

※  ○：賛成、 ×：反対
※  議長は地方自治法第 116 条により表決には参加しません。ただし、賛成、反対が同数の場合は同法第 116 条第１項の規定によ

り、議長が裁決します。

平成 29年 第２回定例会議決結果

全会一致で可決（承認・採択）された議案
＜平成 29 年度補正予算＞
・一般会計補正予算（第１号）【専決】
・一般会計補正予算（第２号）
・介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
・黒川診療所運営事業特別会計補正予算（第１

号）
・簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
・水道事業会計補正予算（第１号）
・工業用水道事業会計補正予算（第１号）

＜条例の一部改正＞
・税条例の一部を改正する条例【専決】
・ 国民健康保険税条例の一部を改正する条例
【専決】

・職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例

・ 重度心身障害者医療費助成に関する条例の一
部を改正する条例

※全会一致で可決された議案については、議決結果表を省略。

賛否が分かれた議案

・ 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
　条例の一部を改正する条例

＜その他＞
・胎内市道路線の認定について（高野３号線）
・ 工事請負契約の締結について
　　（仮称）し尿等下水道投入施設プラント設備工事
・ 工事請負契約の締結について
　　（仮称）し尿等下水道投入施設建設等工事

＜条例の制定＞
・農業委員会の委員等の定数に関する条例

＜議員提出議案＞
・胎内市米粉の普及促進に関する条例【提案者：薄田 智 議員】
・適正規模の少人数学級実現、義務教育費国庫負担制度２

分の１復元に係る意見書【提案者：坂上清一 議員】
・日本政府は核兵器禁止条約の交渉会議に参加し、条約実

現に真剣に努力することを求める意見書【提案者 : 丸山孝博 
議員】

　第２回定例会は、６月 12 日から６月 30 日までの 19 日間にわたって開催されました。市長提出議案につい
ては、専決処分の承認３件、補正予算６件、条例の一部改正３件、条例の制定１件、その他３件が審議され
ました。また、請願１件、議員提出議案では、条例の制定１件、意見書４件が審議され、次のとおり議決さ
れました。

　

市
議
会
議
員
と
し
て
、
永
年
市
政
の

振
興
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、
全

国
市
議
会
議
長
会
及
び
北
信
越
市
議
会

議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た
方
々
を
紹
介

し
ま
す
。

〈
議
員
在
職
15
年
以
上
〉

　

・
富
樫　
　

誠　

氏

〈
議
員
在
職
10
年
以
上
〉

　

・
髙
橋　

政
実　

氏

　

・
森
田　

幸
衛　

氏

　

・
薄
田　
　

智　

氏

※ 

在
職
期
間
は
、
表
彰
規
定
に
よ
り
合

併
前
の
町
村
議
員
在
職
期
間
を
1/2
と

し
て
換
算
し
て
あ
り
ま
す
。

写真左から、髙橋議員、森田議員、薄田議員

議
員
表
彰
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事
業
主
や
事
業
所
の
確
定
申
告
に
は
、

青
色
申
告
と
白
色
申
告
が
有
る
。

　

所
得
税
法
第
56
条
は
白
色
申
告
に
お
け

る
専
従
者
（
家
族
）
給
与
を
必
要
経
費
と

し
て
認
め
な
い
条
文
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

専
従
者
（
家
族
）
へ
の
所
得
の
付
け
ま
わ

し
に
よ
る
租
税
（
納
税
）
回
避
を
抑
制
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

　

青
色
申
告
の
場
合
は
、
専
従
者
給
与
は

必
要
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
白

色
申
告
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
特
別
控

除
や
赤
字
の
三
年
間
繰
り
越
し
な
ど
五
つ

の
メ
リ
ッ
ト
が
有
る
。

　

白
色
申
告
と
青
色
申
告
の
大
き
な
違
い

で
あ
っ
た
記
帳
義
務
も
平
成
26
年
に
は
白

色
申
告
に
義
務
化
さ
れ
て
大
き
な
違
い
も

無
く
な
っ
た
。

　

白
色
申
告
は
簡
易
方
法
で
手
軽
だ
と
言

う
事
で
ま
だ
多
く
の
方
が
利
用
し
て
い
る

が
、
控
除
を
受
け
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
白

色
申
告
か
ら
青
色
申
告
に
す
べ
き
で
あ

る
。

森

　本

　将

　司

　議
員

　

所
得
税
法
第
56
条
は
、
同
一
生
計
親
族

に
支
払
う
給
与
な
ど
の
対
価
を
事
業
所
得

の
必
要
経
費
と
せ
ず
、
ま
た
こ
れ
を
受

取
っ
た
側
の
所
得
と
し
な
い
旨
規
定
し
て

い
る
。

　

家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
得
た
成
果
で

あ
っ
て
も
税
法
上
、
す
べ
て
納
税
者
個
人

の
収
入
に
な
り
、
家
族
は
た
だ
働
き
と
し

て
扱
わ
れ
、
人
格
を
税
法
上
認
め
る
か
ど

う
か
と
い
う
基
本
的
人
権
に
関
わ
る
問
題

で
あ
る
。

　

家
族
従
業
者
の
役
割
を
否
定
し
、
地
位

を
低
下
さ
せ
、
家
族
経
営
の
繁
栄
や
地
域

社
会
の
経
済
・
振
興
を
妨
げ
る
所
得
税
法

第
56
条
は
廃
止
す
べ
き
だ
と
い
う
請
願
者

の
願
意
は
極
め
て
ま
っ
と
う
で
あ
る
。
全

商
連
婦
人
部
協
議
会
の
運
動
や
Ｊ
Ａ
新
潟

県
女
性
組
織
協
議
会
、
全
国
女
性
税
理
士

会
連
盟
な
ど
も
廃
止
の
要
望
書
を
国
に
提

出
し
て
い
る
。

　

全
国
的
に
は
、
８
県
議
会
を
含
む
483
議

会
で
採
択
し
て
い
る
。

丸

　山

　孝

　博

　議
員

　

第
一
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
思
想
・
良

心
の
自
由
、
表
現
の
自
由
な
ど
を
侵
害
す

る
違
憲
立
法
そ
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
日
本
は
す
で
に
テ
ロ
防
止
の

た
め
13
本
の
国
際
条
約
を
締
結
し
、
66
の

重
大
犯
罪
に
つ
い
て
未
遂
よ
り
前
の
段
階

で
処
罰
で
き
る
国
内
法
を
整
備
し
て
い
る

の
で
共
謀
罪
の
新
設
は
不
要
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
こ
の
法
案
は
モ
ノ
言
え
ぬ
監

視
社
会
を
つ
く
り
だ
す
「
現
代
版
治
安
維

持
法
」
で
あ
り
、
安
保
法
制
＝
戦
争
法
、

特
定
機
密
保
護
法
、
盗
聴
法
な
ど
と
一
体

に
日
本
を
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
に
変

質
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
警
察
に
よ
る
捜
査
の
対
象
は

さ
じ
加
減
で
あ
り
極
め
て
危
険
な
法
案
だ
。

　

第
五
に
、
市
民
の
テ
ロ
へ
の
不
安
に
付

け
込
み
、
こ
の
法
案
を
正
当
化
し
、
異
な

る
考
え
方
や
意
見
を
弾
圧
す
る
狙
い
が
あ

る
。

丸

　山

　孝

　博

　議
員

発
議
第
２
号 「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
の

廃
案
を
求
め
る
意
見
書

所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の
意
見
書
を

国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

天

　木

　義

　人

　議
員

　

政
府
が
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
「
組
織

犯
罪
処
罰
法
改
正
案
」
に
お
け
る
「
テ
ロ
等

準
備
罪
」
の
成
立
に
は
、
187
の
国
と
地
域
が

締
結
し
て
い
る
国
際
犯
罪
防
止
条
約
（
Ｔ
Ｏ

Ｃ
条
約
）
に
日
本
も
締
結
国
と
し
て
加
わ
る

目
的
が
あ
る
。

　

日
本
の
刑
法
は
犯
行
の
実
行
に
着
手
す
る

こ
と
が
処
罰
の
対
象
で
あ
り
、
計
画
や
準
備

段
階
で
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
テ
ロ
が

起
こ
っ
て
か
ら
対
応
す
る
現
行
法
で
は
な

く
、
テ
ロ
を
未
然
に
防
ぐ
為
の
テ
ロ
等
準
備

罪
の
創
設
が
求
め
ら
れ
る
理
由
が
こ
こ
に
あ

る
。

　

対
象
と
さ
れ
る
277
の
犯
罪
も
「
組
織
的
な

殺
人
」
や
「
麻
薬
の
密
売
」、「
人
身
売
買
」、

「
通
貨
偽
造
」、「
組
織
的
詐
欺
」
な
ど
重
大

犯
罪
に
限
ら
れ
て
お
り
、
一
般
人
が
日
常
生

活
の
中
で
逮
捕
さ
れ
る
事
も
無
い
と
言
え

る
。

　

テ
ロ
は
防
ぐ
の
が
難
し
く
、
一
般
人
を
巻

き
込
む
卑
劣
な
犯
罪
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
で
あ

る
。
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

天 木 義 人議員

　
　
　

３
期
12
年
間
の
思
い
と
心
残
り
︑

市
の
将
来
を
伺
う
。

　
　
　

市
長
就
任
以
来
、
市
民
、
市
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
多
く
の
事
業
を
展
開
し
、
日
々

邁
進
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
素
直
に

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
一
日
一
日
を
大

切
な
任
期
と
思
い
、
市
民
の
安
心
、
安
全

を
守
る
べ
く
努
め
て
き
た
。
果
た
せ
な

か
っ
た
事
柄
は
有
る
が
、
心
残
り
と
い
う

心
情
は
な
い
。

平成 30 年夏頃に供用開始予定の中条駅
（完成イメージ図）

　
　
　

実
績
と
経
験
を
踏
ま
え
︑
胎
内
市

発
展
の
た
め
に
市
長
選
へ
の
出
馬
意
向

は
。

　
　
　

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
今
期
限
り

で
引
退
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
若
い
力

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
。

　
　
　

市
長
経
験
で
︑
次
の
胎
内
市
を

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

担
っ
て
い
く
人
は
ど
の
様
な
人
が
良
い
と

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

行
政
運
営
を
し
っ
か
り
出
来
る
方

に
出
て
い
た
だ
き
、
後
継
者
に
継
続
し
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
校
施
設
につ

い
て

　
　
　

少
子
化
に
よ
り
生
徒
数
が
減
少
し

て
お
り
︑
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
支
障
を
き
た

し
て
い
る
が
︑
中
学
校
の
統
合
の
考
え

は
。

　
　
　
　

現
在
教
育
委
員
会
で
少
子
化
に

対
応
し
た
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
導
入
や

新
た
な
制
度
で
あ
る
小
中
一
貫
教
育
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。
今
後
の
総

合
教
育
会
議
で
議
題
と
し
て
教
育
委
員
会

と
市
長
部
局
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
緊

密
な
連
携
の
も
と
進
め
て
行
く
。

　
　
　

小
中
一
貫
校
︑
学
校
規
模
の
適
正

化
︑
適
正
配
置
等
の
検
討
に
は
相
当
の
期

間
が
か
か
る
と
思
う
が
︑
ど
れ
位
の
期
間

が
か
か
る
の
か
。

　
　
　
　

市
長
の
主
催
す
る
総
合
教
育
会

議
で
議
題
と
し
、
有
識
者
会
議
を
開
き
、

今
後
の
適
正
配
置
・
適
正
規
模
の
検
討

後
、
諮
問
、
答
申
で
２
～
３
年
く
ら
い
の

見
込
み
で
あ
る
。

市
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

　
　
　

将
来
的
に
10
年
後
︑
20
年
後
ど
う

す
る
の
か
。
現
在
の
ま
ま
行
く
の
か
︑
市

内
で
２
校
に
す
る
の
か
︑
小
中
一
貫
校
に

す
る
の
か
︑
検
討
を
早
め
て
も
ら
い
た
い

が
い
か
が
か
。

少子化により生徒数が減少している
学校施設

　
　
　

学
校
建
築
に
つ
い
て
は
、
市
長
部

局
も
文
教
施
設
の
研
究
会
で
あ
る
の
で
、

３
年
計
画
、
５
年
計
画
と
長
い
ス
パ
ン
で

児
童
数
の
動
向
が
大
切
で
あ
り
、
学
校
建

築
に
学
区
問
題
や
事
業
費
が
連
動
し
、
財

政
力
の
関
係
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ

た
中
で
計
画
を
早
急
に
作
る
必
要
が
あ

り
、
教
育
委
員
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

や
っ
て
行
く
。

︻
そ
の
他
の
質
問
︼

・
市
施
設
に
つ
い
て

　
（ 

市
営
住
宅
、
農
集
住
宅
、
市
営
墓
地

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
に
つ
い
て
）

議
員

市
長

市長の動向について
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

現
在
︑
農
業
後
継
者
は
減
少
に
向

か
い
︑
高
齢
者
が
支
え
て
い
る
が
︑
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
︑
生
産
者
組
合
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

人
、
農
地
プ
ラ
ン
の
見
直
し
の
ほ

か
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
、
農
業

雇
用
事
業
な
ど
有
効
活
用
し
、
農
業
後
継

者
や
新
規
就
農
者
の
確
保
、
育
成
を
図
り

生
産
組
織
の
法
人
化
支
援
を
推
進
す
る
。

　
　
　

農
業
生
産
コ
ス
ト
が
諸
外
国
と
比

べ
る
と
高
い
。

　

政
府
は
︑
肥
料
や
資
材
軽
減
政
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
が
︑
十
分
と
考
え
る
の
か
。

　
　
　

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

情
報
収
集
に
努
力
し
、
国
、
県
の
動
向
を

重
視
す
る
。

　
　
　

肥
料
メ
ー
カ
ー
﹁
ニ
イ
ガ
タ
オ
ー

レ
ス
﹂
が
有
機
質
入
り
肥
料
に
下
水
汚
泥

を
混
入
さ
せ
︑
生
産
者
に
販
売
し
た
こ
と

が
メ
デ
ィ
ア
に
報
道
さ
れ
た
。

　

こ
の
件
に
対
し
て
︑
胎
内
市
の
下
水
汚

泥
混
入
は
無
か
っ
た
の
か
。

　

ま
た
︑
当
市
で
の
購
入
者
は
な
か
っ
た

の
か
。

　
　
　

市
外
の
最
終
処
分
業
者
に
委
託
し

て
適
正
に
処
理
を
し
て
い
る
。

　

特
別
栽
培
米
を
作
っ
て
い
る
農
家
は
あ

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

る
が
、
今
回
は
購
入
者
は
い
な
い
。

　
　
　

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

て
︑
最
近
︑
鳥
獣
被
害
も
拡
大
し
︑
人
的

被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
︑
今
後
の
対

策
は
。

　
　
　

電
柵
設
置
補
助
や
、
注
意
看
板
設

置
、
防
災
無
線
な
ど
に
よ
る
注
意
喚
起
及

び
、
誘
引
対
策
や
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

の
協
力
で
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
も
実
施
し
て

い
る
。

　
　
　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
は
︑
現

在
︑
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

平
成
20
年
以
降
に
実
施
す
る
為
に
﹁
富

岡
地
内
﹂
に
建
設
し
た
の
は
︑
何
の
た
め

に
建
設
を
お
こ
な
っ
た
の
か
。

　

今
後
の
︑
施
設
運
営
と
損
失
は
幾
ら
か
。

　
　
　

民
間
事
業
者
側
か
ら
の
資
金
面
な

ど
の
理
由
で
辞
退
。

　

９
年
間
で
、
５
千
600
万
円
の
支
出
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

放
射
能
汚
染
堆
肥
に
つ
い
て
︑
以

前
︑
決
算
審
査
で
︑
私
の
質
問
に
対
し
て

140
ｔ
と
答
え
た
が
︑
６
月
１
日
の
全
員
協

議
会
で
︑150
ｔ
と
新
た
な
報
告
が
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
︑
以
前
に
そ
の
よ
う
な
報
告
を
さ

れ
た
の
か
。

　

今
回
︑
黒
豚
豚
舎
２
棟
解
体
と
︑
汚
染

堆
肥
処
理
で
幾
ら
位
の
金
額
に
な
る
の
か
。

　
　
　

再
度
、
計
数
し
た
結
果
、
141
ｔ
で

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

あ
り
、
解
体
工
事
費
と
堆
肥
運
搬
費
を
合

わ
せ
て
約
370
万
円
に
な
る
。

県
道　

号
線
歩
道

延
長
に
つ
い
て

５４

　
　
　

柴
橋
地
区
か
ら
築
地
地
区
ま
で
の

路
線
の
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
未
整
備
に
な
っ
て
い
る
歩
道
の
整

備
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

今
後
、
そ
の
必
要
性
や
整
備
方
法

に
つ
い
て
、十
分
に
県
と
協
議
し
て
い
く
。

︻
そ
の
他
の
質
問
︼

・
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

今年度中に全て処理される
放射能汚染堆肥

議
員

市
長

歩道の延長が望まれる
県道 54 号線

胎内市農業政策
全般について

榎 本 丈 雄議員
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

渡 辺 秀 敏議員

　
　
　

市
内
に
は
供
用
が
終
了
し
た
公
共

施
設
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
が
︑
次
に

あ
げ
る
遊
休
施
設
の
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

①　

 

旧
村
松
浜
小
学
校
の
取
り
壊
し
時
期

と
土
地
の
再
利
用
に
つ
い
て

②　

 

旧
東
西
給
食
セ
ン
タ
ー
の
再
利
用
に

つ
い
て

③　

 

旧
中
条
体
育
館
の
解
体
後
の
土
地
再

利
用
に
つ
い
て

　
　
　

①
に
つ
い
て
、
財
政
状
況
等
を
勘

案
し
な
が
ら
、
時
期
は
未
定
で
あ
る
が
、

で
き
る
だ
け
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
解
体

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。
そ
の
後
の
土

地
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
や
要
望
も
含
め
有
効
利
用
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
る
。
②
に
つ
い
て
、
旧
東
給

食
セ
ン
タ
ー
は
中
条
小
学
校
の
学
校
用
地

と
し
て
活
用
、
旧
西
給
食
セ
ン
タ
ー
は
平

成
28
年
３
月
に
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、

老朽化が進行し、解体が
検討される旧村松浜小学校

議
員

市
長

土
地
、
建
物
と
も
売
却
済
み
で
あ
る
。
③

に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
未
定
で
あ
る

が
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
要
望
も
含
め
検
討
し

て
い
く
。

観
光
資
源
の
見
直
し

に
つ
い
て

　
　
　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
つ
い
て
︑
更

に
集
客
を
図
る
た
め
︑
バ
ラ
な
ど
花
の
種

類
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
ま
た
︑

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
ど
う
か
。

　
　
　

花
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
市
内
の

園
芸
農
家
か
ら
苗
を
購
入
し
、
栽
培
計
画

の
作
成
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

珍
し
い
種
類
の
花
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
ま
ぼ

ろ
し
の
月
見
草
の
会
の
協
力
に
よ
り
月

見
草
の
植
栽
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

期
間
の
無
料
開
放
な
ど
、
集
客
を
図
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
来

訪
者
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
こ
の
よ

う
な
提
案
も
十
分
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

園
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ト
イ

レ
の
洋
式
化
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

       

費
用
も
掛
か
る
の
で
、

財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
　

薬
草
園
の
立
て
看
板
が
古
く
な
っ

議
員

市
長

議
員

農
林
水
産
課
長

議
員

て
い
る
が
︑
新
し
く
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

       

作
り
直
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

さらなる集客が期待される
胎内フラワーパーク

介
護
予
防
対
策
に

つ
い
て

　
　
　
﹁
健
伸
館
﹂
の
よ
う
な
介
護
予
防
・

生
活
支
援
拠
点
施
設
を
も
っ
と
増
や
せ
な

い
か
。

　
　
　

現
在
は
足
り
て
い
る
が
、
25
年
後

の
高
齢
者
人
口
の
ピ
ー
ク
に
備
え
、
将
来

的
に
は
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
団

体
に
対
し
︑
補
助
金
等
支
援
強
化
の
考
え

は
。

　
　
　

今
年
度
か
ら
集
会
所
等
を
拠
点
と

し
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む
団
体
に
対

し
、
年
額
７
万
円
を
上
限
と
す
る
補
助
金

を
交
付
す
る
事
業
を
開
始
し
た
。

農
林
水
産
課
長

議
員

市
長

議
員

市
長

供用終了後の公共施
設の再利用について

　
　
　

全
国
の
保
育
士
の
４
割
以
上
が
臨

時
・
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い

る
。
胎
内
市
で
の
﹁
正
規
化
﹂
の
状
況
は
。

　
　
　

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
非
正
規

職
員
を
対
象
と
し
て
選
考
試
験
を
行
い
、

正
規
職
員
と
し
て
採
用
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
も
実
施
を
検
討
し
て
い

る
。

　
　
　

少
子
化
の
観
点
か
ら
︑
非
正
規
職

員
に
対
し
て
も
年
次
有
給
休
暇
や
育
児
休

業
制
度
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
さ

れ
て
い
る
。
胎
内
市
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
　

非
正
規
職
員
の
運
用
に
関
す
る
制

度
や
給
与
及
び
休
暇
等
に
つ
い
て
平
成
32

年
度
の
法
改
正
ま
で
に
整
備
し
た
い
。

議
員

市
長

議
員

市
長
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

佐 藤 陽 志議員

子育て支援策及び
少子化対策について

　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
に
関
し
て
の
安
全
管
理
と
責
任
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　

毎
年
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
幼
児

安
全
法
の
指
導
員
を
招
き
、
子
ど
も
の
事

故
防
止
や
応
急
手
当
て
の
実
技
講
習
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
や
会
員
が

け
が
を
し
た
場
合
ま
た
は
提
供
会
員
が
賠

償
責
任
を
負
っ
た
場
合
な
ど
の
事
態
に
備

え
、
市
が
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。

業
務
委
託
及
び
指
定
管

理
者
制
度
に
つ
い
て

　
　
　

避
難
所
と
な
る
﹁
ぷ
れ
す
ぽ
﹂
な

ど
に
関
し
て
︑
指
定
管
理
者
と
の
役
割
分

担
な
ど
を
記
し
た
も
の
は
あ
る
か
。

　
　
　

地
域
防
災
計
画
の
中
で
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、

避
難
所
の
運
営
に
要
す
る
費
用
に
関
し
て

は
、
市
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

市
の
施
設
を
運
営
す
る
団
体
の
働

き
方
の
実
態
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る

か
。

　
　
　

こ
の
実
態
を
適
宜
つ
ぶ
さ
に
把
握

し
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を
行
う

な
ど
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

昨年実施した防災訓練

非
正
規
公
務
員
の

改
革
に
つ
い
て

　
　
　

全
国
の
保
育
士
の
４
割
以
上
が
臨

時
・
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い

る
。
胎
内
市
で
の
﹁
正
規
化
﹂
の
状
況
は
。

　
　
　

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
非
正
規

職
員
を
対
象
と
し
て
選
考
試
験
を
行
い
、

正
規
職
員
と
し
て
採
用
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
も
実
施
を
検
討
し
て
い

る
。

　
　
　

少
子
化
の
観
点
か
ら
︑
非
正
規
職

員
に
対
し
て
も
年
次
有
給
休
暇
や
育
児
休

業
制
度
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
さ

れ
て
い
る
。
胎
内
市
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
　

非
正
規
職
員
の
運
用
に
関
す
る
制

度
や
給
与
及
び
休
暇
等
に
つ
い
て
平
成
32

年
度
の
法
改
正
ま
で
に
整
備
し
た
い
。

議
員

市
長

議
員

市
長

胎
内
市
の
学
校
教
育

 

に
つ
い
て

　
　
　

学
区
な
ど
を
話
し
合
う
検
討
委
員

会
な
ど
を
設
置
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
　
　

地
域
の
実
情
に
即
し
た
通
学
区

域
の
改
善
、
見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
検
討
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
は
最
適
な
方
法
を
選
択
し
た

い
。

　
　
　
　

        

西
本
町
に
つ
い
て
は
、

中
条
小
学
校
区
で
あ
り
な
が
ら
３
分
の
１

の
児
童
が
胎
内
小
学
校
へ
通
っ
て
い
る
。

地
域
の
実
情
と
学
校
か
ら
事
情
を
酌
ん
だ

上
で
、
早
急
に
検
討
す
る
。

子どもの通学の様子

議
員

教
育
長

学
校
教
育
課
長
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

市
の
農
業
後
継
者
の
現
状
と
後
継

者
不
足
を
解
消
す
る
施
策
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　
　

同
居
の
後
継
者
が
い
る
販
売
農
家
は

市
全
体
の
販
売
農
家
の
約
33
％
と
い
う
状
況

で
あ
る
。
国
や
県
等
の
各
種
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
法
人
の
設
立
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
確
保
育

成
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　

平
成
30
年
産
米
か
ら
生
産
調
整
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
︑
こ

の
問
題
に
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　
　
　

需
給
と
価
格
の
安
定
を
図
る
た

め
、
今
後
も
需
要
に
応
じ
た
主
食
用
米
の

生
産
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
暫
定
的
に
平
成
30
年
産
新
潟
米
の
市

町
村
別
生
産
目
標
の
参
考
値
が
提
示
さ
れ

た
。
本
年
度
ま
で
の
数
値
と
単
純
比
較
で

き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
調
査

結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
農
業
再
生
協
議
会

の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
市
や
Ｊ
Ａ
胎
内

市
、
担
い
手
農
家
の
代
表
者
等
で
協
議
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て

は
、
当
該
協
議
で
得
た
情
報
を
随
時
農
業

者
へ
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
農
業
再
生

協
議
会
と
連
携
を
図
り
国
の
施
策
等
を
効

果
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
引
き
続
き
米

政
策
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員

市
長

議
員

市
長

が
ん
検
診
に
つ
い
て

　
　
　

が
ん
検
診
の
現
状
と
受
診
者
の
割
合

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
集
団
検
診

の
実
績
は
、
胃
が
ん
検
診
19.7
％
、
大
腸
が
ん

検
診
33.7
％
、
肺
が
ん
検
診
50.8
％
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
20.0
％
、
乳
が
ん
検
診
31.7
％
と
な
っ
て

お
り
、
年
々
上
昇
し
て
い
る
。

　
　
　

受
診
率
の
向
上
対
策
は
ど
の
よ
う
な

議
員

市
長

議
員

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

今
年
度
か
ら
胃
が
ん
検
診
に
つ
い

て
も
、
大
腸
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
及
び
乳

が
ん
検
診
と
同
様
に
特
定
の
年
齢
の
方
に

対
す
る
無
料
受
診
券
の
配
布
を
開
始
し

た
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
黒
川
地

区
で
実
施
す
る
特
定
検
診
の
際
に
、
胃
が

ん
、
肺
が
ん
及
び
大
腸
が
ん
の
検
診
を
同

時
に
受
診
で
き
る
ミ
ニ
ド
ッ
ク
型
集
団
検

診
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長

坂 上 清 一議員

地域農業の維持と発展を
図るための支援について

県内のコメ生産目標・参考値
市町村 2018 年産参考値（Ａ） 17 年産目標（Ｂ） ＡとＢの差
関川村 3224 4440.00 － 27.4％
村上市 18990 25051.71 － 24.2％

新発田市 31800 31881.89 － 0.3％
阿賀野市 23432 19948.59 17.5％
胎内市 9482 12761.25 － 25.7％
聖籠町 3450 3672.15 － 6.0％
五泉市 13021 13480.07 － 3.4％
阿賀町 1250 2584.35 － 51.6％
新潟市 96620 101245.38 － 4.6％
弥彦村 2683 3172.97 － 15.4％
燕　市 19271 19658.63 － 2.0％
田上町 2956 2884.04 2.5％
加茂市 5104 4819.74 5.9％
三条市 17406 21302.15 － 18.3％
見附市 7225 8838.43 － 18.3％

出雲崎町 1630 1675.77 － 2.7％
小千谷市 7992 9059.90 － 11.8％
長岡市 46011 59725.76 － 23.0％
柏崎市 9422 15449.07 － 39.0％
刈羽村 972 2127.30 － 54.3％
魚沼市 9178 10923.10 － 16.0％

南魚沼市 16613 19304.63 － 13.9％
湯沢町 456 636.30 － 28.3％
津南町 7051 5623.02 25.4％

十日町市 14733 17184.46 － 14.3％
上越市 41568 52833.14 － 21.3％
妙高市 3753 7110.81 － 47.2％

糸魚川市 3585 6402.91 － 44.0％
佐渡市 21123 26386.48 － 19.9％
県合計 440000 510184.00 － 13.8％

※ 単位はトン。18 年産参考値には自家消費米、縁故米７万７千トンを含んでお
らず、単純比較はできない （出典）新潟日報
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

緊
急
時
や
災
害
時
等
︑
困
っ
た
際

に
提
示
し
て
︑
周
囲
の
配
慮
や
手
助
け
を

お
願
い
し
や
す
く
す
る
﹁
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
﹂
を
作
成
し
︑
配
布
す
る
動
き
が
全
国

の
自
治
体
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
全
国
ま
た
は
県
内
に
お
け
る
普

及
状
況
を
ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　

現
在
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
導
入
し
て

い
る
の
は
11
都
府
県
で
あ
り
、
県
内
で
は

阿
賀
野
市
、
妙
高
市
、
三
条
市
、
上
越
市

の
４
市
が
独
自
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
導
入

し
て
い
る
。

　
　
　

本
市
に
お
い
て
も
︑
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
普
及
・
促
進
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
有
用
性
は
認
識

し
て
い
る
が
、
※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
観
点
か
ら
、
市
内
に
限
ら
ず
近
隣
市

町
村
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
ほ
う
が
望

ま
し
く
、
広
く
浸
透
す
る
こ
と
で
実
効
性

が
高
ま
る
こ
と
か
ら
も
広
域
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

市
長
市
長

議
員

市
長
市
長

※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
を
施
設
に
隔
離
せ
ず
、

健
常
者
と
一
緒
に
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
く
の
が
正
常
な
社
会
の
あ
り
方
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
。
ま
た
、
そ
れ
に
基
づ
く
社
会

福
祉
政
策
。

渡 辺 栄 六議員

ヘルプカードの促進・
普及について

教
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て

　
　
　

小
中
学
校
の
多
く
の
教
員
が
﹁
過

労
死
ラ
イ
ン
﹂
を
上
回
る
︑
過
酷
な
勤
務

実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
本
市
の
小

中
学
校
に
お
け
る
教
員
の
勤
務
実
態
は
。

　
　
　
　

市
内
で
は
小
学
校
で
約
25
％
、

中
学
校
で
約
33
％
の
教
員
が
週
60
時
間
以

上
勤
務
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
　

深
刻
化
す
る
教
員
の
長
時
間
勤
務

の
改
善
に
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
︑
考
え

を
伺
う
。

　
　
　
　

勤
務
実
態
の
適
切
な
把
握
と
業

務
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
国
や
県
に
対
し
教
員
定
数
の

見
直
し
や
再
配
置
、
部
活
動
外
部
指
導
者

の
配
置
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

東京都標準様式のヘルプカード

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

食
品
ロ
ス
の
削
減
と
ご
み

減
量
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　

食
品
ロ
ス
削
減
の
啓
発
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

　
　
　

市
内
の
食
品
ロ
ス
の
現
状
に
つ
い

て
の
情
報
を
収
集
、
分
析
し
、
８
月
１
日

号
の
市
報
に
食
品
ロ
ス
に
関
す
る
記
事
を

掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
食
品
ロ

ス
を
出
さ
な
い
取
り
組
み
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
市
民
、
食
品
衛
生
協
会
及
び
市

が
協
働
で
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
継
続

的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

家
庭
か
ら
出
る
廃
食
油
を
回
収
し
︑

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ど
に
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

循
環
型
社
会
の
構
築
と
い
う
観
点

か
ら
非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
先
進
事
例
を
研
究
し
た
上

で
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

市
長

議
員

市
長

松本市で取組んでいる
食品ロス削減啓発グッズ
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

今
年
度
に
な
っ
て
︑
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
10
人
︑
19
万
６
千
900
円
︑
国
保

税
27
世
帯
分
︑
103
万
700
円
︑
そ
し
て
固
定

資
産
税
の
軽
減
誤
り
に
よ
る
過
大
徴
収
が

相
次
い
で
判
明
し
た
が
︑
極
め
て
遺
憾
で

あ
る
。
特
に
固
定
資
産
税
は
︑
平
成
３
年

か
ら
長
期
に
渡
っ
て
課
税
誤
り
を
繰
り
返

し
て
き
た
。

　

納
税
者
が
真
面
目
に
収
め
た
税
金
を
過

大
徴
収
し
て
い
た
こ
と
を
見
抜
け
な
か
っ

た
こ
と
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
課
税
誤
り
に
つ
い
て
︑
議
会
に
報
告
の

な
か
っ
た
事
案
は
何
件
あ
る
の
か
。

　
　
　

過
去
５
年
間
で
４
件
あ
っ
た
。

　
　
　

な
ぜ
長
期
に
渡
り
課
税
誤
り
を
見

抜
け
な
か
っ
た
の
か
。
チ
ェ
ッ
ク
は
し
た

が
見
抜
け
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
人
災
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
を
お
こ

な
っ
た
の
か
。

　
　
　

宅
地
用
地
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、

発
見
が
難
し
い
。
再
発
防
止
策
と
し
て
適

用
の
時
点
で
点
検
の
徹
底
を
図
る
。

　
　
　

市
長
は
︑
納
税
者
か
ら
課
税
誤
り

を
繰
り
返
し
３
千
万
円
以
上
も
過
大
徴
収

し
た
こ
と
に
︑
一
言
も
謝
罪
が
な
い
の
は

不
誠
実
だ
。
謝
罪
す
る
つ
も
り
は
な
い
の

か
。

　
　
　

７
月
１
日
号
の
市
報
に
課
税
誤
り

に
つ
い
て
の
お
わ
び
と
コ
メ
ン
ト
を
掲
載

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

平
成
３
年
に
旧
中
条
町
で
今
回
と

同
じ
よ
う
な
固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
が

あ
り
︑
当
時
は
新
潟
市
や
両
津
市
で
課
税

誤
り
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
︑
町
で
も
調

査
し
た
結
果
︑
判
明
し
た
の
だ
が
︑
こ
の

間
︑
他
の
自
治
体
で
同
じ
よ
う
な
事
例
が

あ
っ
た
時
点
で
︑
胎
内
市
で
は
ど
う
な
の

か
と
い
う
自
浄
作
用
は
︑
は
た
ら
か
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

私
も
平
成
15
年
か
ら
３
年
間
資

産
税
係
長
を
し
て
い
た
が
、
こ
の
間
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
今
回
調
査

し
た
結
果
、
数
件
あ
っ
た
。
大
丈
夫
だ
ろ

う
と
い
う
過
信
が
あ
っ
た
。
ミ
ス
が
あ
っ

た
こ
と
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

　
　
　

旧
中
条
町
時
代
の
平
成
３
年
に
課

税
誤
り
が
発
覚
し
て
い
た
が
︑
今
回
の
調

査
で
そ
の
年
︑
平
成
３
年
分
か
ら
ま
た
課

税
誤
り
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
の
は
︑
あ

き
れ
て
も
の
が
言
え
な
い
。
還
付
金

３
千
80
万
円
は
当
然
だ
が
︑
還
付
加
算
金

820
万
円
は
︑
一
市
民
当
り
約
270
円
の
負
担

に
な
る
。
今
回
の
調
査
で
は
過
去
20
年
分

を
還
付
す
る
が
︑
そ
れ
以
前
の
５
年
分
︑

280
万
円
は
還
付
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

地
方
税
法
と
地
方
自
治
法
に

基
づ
く
20
年
分
だ
け
で
あ
る
。

議
員

副
市
長

議
員

税
務
課
長

　
　
　

公
営
の
共
同
墓
地
に
対
す
る
市
民

要
求
が
あ
る
が
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　

新
た
な
墓
地
の
形
態
と
し
て
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
。
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
内
寺
院
の
共
同

墓
地
の
状
況
を
確
認
し
、
検
討
を
す
す
め

た
い
。

　
　
　

産
業
道
路
か
ら
中
条
中
学
校
ま
で

の
道
路
は
通
学
路
で
あ
る
の
に
︑
歩
道
が

な
く
危
険
で
あ
る
。
早
急
に
設
置
す
る
と

共
に
側
溝
工
事
も
お
こ
な
う
べ
き
で
は
。

　
　
　

地
権
者
と
の
協
議
を
お
こ
な
い
計 

画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

︻
そ
の
他
の
質
問
︼

・
入
札
制
度
の
見
直
し
を

歩道のない道路

共
同
墓
地
の
設
置

に
つ
い
て

議
員

市
長歩

道
の
設
置
につい

て

議
員

市
長

丸 山 孝 博議員

固定資産税の課税誤り 
なぜ見抜けなかったのか

　
　
　

内
閣
官
房
が
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
落
下
時
の
行
動

及
び
Ｑ
＆
Ａ
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
し
、
注
意
喚
起
し
て
い
る
。
今
後
は
、

市
報
へ
の
掲
載
や
集
落
の
防
災
訓
練
の
際

に
説
明
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
注
意
喚

起
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

対
応
訓
練
や
避
難
訓
練
を
実
施
す

る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

11
月
に
、
武
力
攻
撃
事
態
を
想
定

し
た
国
民
保
護
訓
練
を
行
う
予
定
が
あ

る
。
そ
の
中
で
、
住
民
の
避
難
及
び
避
難

支
援
に
お
け
る
市
の
役
割
に
つ
い
て
、
再

確
認
を
行
う
訓
練
項
目
も
考
え
て
い
る
。

︻
そ
の
他
の
質
問
︼

・ 

市
民
の
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
市
長

議
員

市
長

1010101111
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

姉
妹
都
市
︵
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ

リ
ノ
イ
州
カ
ー
ボ
ン
デ
ー
ル
市
︶︑
友
好

都
市
︵
山
梨
県
笛
吹
市
︑
中
国
黒こ

く
り
ゅ
う
こ
う
し
ょ
う

竜
江
省

綏す
い

化か

市し

︶︑
災
害
時
相
互
応
援
協
定
都
市

︵
山
形
県
鶴
岡
市
︶
と
の
今
後
の
交
流
の

方
向
性
は
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
た
友
好

的
な
関
係
を
継
続
し
、
現
在
の
交
流
事
業

等
を
引
き
続
き
行
う
中
で
、
第
２
次
総
合

計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
然
が
活
き

る
、
人
が
輝
く
、
交
流
の
ま
ち
＂
胎
内
＂」

を
実
現
す
べ
く
、
相
互
に
と
っ
て
有
益
な

人
、
物
、
情
報
が
行
き
交
う
交
流
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

10
周
年
毎
な
ど
節
目
の
年
に
式

典
︑
イ
ベ
ン
ト
︑
相
互
訪
問
な
ど
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

基
本
的
に
は
異
論
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
相
手
方
の
各
都
市
の
意
向

や
海
外
で
あ
れ
ば
国
際
情
勢
に
起
因
す
る

治
安
等
に
も
十
分
配
慮
が
必
要
と
な
る
の

で
、
こ
れ
ら
に
配
慮
し
な
が
ら
有
益
な
交

流
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

市
長

議
員

市
長

市
民
生
活
の
安
全
に

つ
い
て

　
　
　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
対
す
る
周
知

と
注
意
喚
起
の
方
法
は
、
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

交流開始の年 これまでの主な交流内容・事業 交流延べ人数

アメリカ合衆国
イリノイ州

カーボンデール市

昭和 63 年
（1988）

小学生・中学生の海外体験学習
約 600 人カーボンデール市の訪問団受け入れ事業

市民と議員が参加した交流使節団の派遣

山梨県笛吹市 平成８年
（1996）

小学生・中学生、職員、議員の相互交流
約 300 人特産物販売による交流

板額会（市民団体）中心の市民レベルの交流

中国黒
こくりゅう

竜 江
こうしょう

省綏
す い か し

化市 平成 23 年
（2011） 相互訪問 約 40 人

山形県鶴岡市 平成 24 年
（2012） 災害時拠点施設の視察研修 約 210 人

［各都市との交流実績］議
員

　
　
　

内
閣
官
房
が
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
落
下
時
の
行
動

及
び
Ｑ
＆
Ａ
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
し
、
注
意
喚
起
し
て
い
る
。
今
後
は
、

市
報
へ
の
掲
載
や
集
落
の
防
災
訓
練
の
際

に
説
明
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
注
意
喚

起
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

対
応
訓
練
や
避
難
訓
練
を
実
施
す

る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

11
月
に
、
武
力
攻
撃
事
態
を
想
定

し
た
国
民
保
護
訓
練
を
行
う
予
定
が
あ

る
。
そ
の
中
で
、
住
民
の
避
難
及
び
避
難

支
援
に
お
け
る
市
の
役
割
に
つ
い
て
、
再

確
認
を
行
う
訓
練
項
目
も
考
え
て
い
る
。

Ｊアラート

J－ALERTの仕組み

都道府県

内閣官房

気象庁

衛星モデム

受信
装置

解析・
処理装置

消防庁操作卓

解析・
処理装置

受信装置
受信
アンテナ

同報無線
制御卓

同報系防災
行政無線

同報無線自動起動機

衛星モデム

1/Ｆ

国
市町村

︻
そ
の
他
の
質
問
︼

・ 

市
民
の
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
市
長

議
員

市
長

八 幡 元 弘議員

姉妹都市、友好都市及
び災害時相互応援協定
都市との交流について

自然が活きる

人が輝く

交流のまち

“胎内”
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

今
年
度
に
入
り
︑
県
か
ら
新
潟
県

洋
上
風
力
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
の
結
果
が

発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
市
と
し
て
は
調

査
中
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
の
結
果
を
基

に
︑
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
態
度

を
決
め
た
い
と
し
て
き
た
。
今
回
の
調
査

結
果
の
発
表
を
受
け
て
胎
内
市
と
し
て
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺

う
。

　
　
　

先
月
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
の
結

果
が
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と

当
市
を
含
む
多
く
の
沿
岸
地
域
と
佐
渡

と
粟
島
の
中
間
部
や
沖
合
で
洋
上
風
力

発
電
の
可
能
性
と
優
位
性
が
認
め
ら

れ
、
相
当
量
の
発
電
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
県
で
は
、
国
に
対
し
て
制
度
的
な
課

題
の
解
決
を
要
請
し
、
電
力
会
社
に
対

し
て
は
電
力
網
の
接
続
を
働
き
か
け
る

と
共
に
、
発
電
関
連
事
業
者
の
参
入
や

研
究
開
発
を
支
援
し
て
い
く
と
表
明
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
発
電
施
設
や
送
電

網
の
整
備
に
は
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か

る
こ
と
や
国
の
制
度
上
の
整
備
が
未
だ

不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
市
と
し

て
は
国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
て
行
く

と
い
う
基
本
的
な
認
識
に
変
更
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
結

果
で
科
学
的
に
洋
上
風
力
発
電
が
地
域

議
員

市
長

の
産
業
振
興
や
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
た

の
で
、
今
後
県
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
勉
強
会
等
で
見
識
を
深
め
る
と
共
に
関

係
機
関
と
の
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
歩

調
を
合
わ
せ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

洋上風力発電イメージ図

障
が
い
者
福
祉
に
お
け
る

特
別
支
援
学
校
と
移
動
支
援

に
つ
い
て

　
　
　

以
前
︑
障
が
い
者
の
移
動
支
援
に

つ
い
て
質
問
し
た
際
に
そ
の
後
支
援
回
数

を
増
や
し
て
頂
い
た
事
が
あ
っ
た
が
︑
根

幹
に
は
胎
内
市
に
特
別
支
援
学
校
が
無
く

村
上
︑
新
発
田
︑
新
潟
市
と
市
外
に
通
学

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
現

在
︑
予
算
的
な
問
題
か
ら
全
国
的
に
特
別

支
援
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
が
︑

議
員

そ
の
一
方
で
生
徒
数
は
増
加
し
て
お
り
︑

１
千
300
も
の
教
室
が
不
足
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
胎
内
市
に

お
け
る
特
別
支
援
学
校
の
整
備
と
移
動
支

援
の
更
な
る
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

特
別
支
援
学
校
は
、
都
道
府
県
が

設
置
義
務
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
は
今
後
の
特
別
支
援
学
校

の
在
籍
者
数
の
推
移
を
見
な
が
ら
県
に
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
移

動
支
援
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
奥
山
の
荘
」
に
委

託
し
て
い
る
移
動
支
援
の
中
で
本
年
４

月
よ
り
東
新
潟
特
別
支
援
学
校
ま
で
の

送
迎
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
も
児
童
生
徒
が
利
用
し

や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

市
長

森 本 将 司議員

胎内・岩船沖
洋上風力発電について

　

昨
今
、
運
転
者
が
突
発
的
に
意
識
を
失

う
な
ど
に
よ
り
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い

る
事
案
を
見
聞
き
し
て
お
り
、
今
後
も
で

き
る
限
り
運
転
手
の
健
康
状
態
の
把
握
に

努
め
、
送
迎
バ
ス
な
ど
が
安
全
に
運
行
で

き
る
よ
う
に
努
め
る
。

　
　
　

第
二
次
総
合
計
画
で
︑
市
議
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
検
討
し
て
い
る

が
︑
ネ
ッ
ト
放
送
の
中
継
だ
け
で
は
視
聴

者
は
限
ら
れ
て
お
り
︑
現
在
の
環
境
の
中

で
築
地
地
区
︑
乙
地
区
︑
黒
川
地
区
の
施

設
を
加
え
て
の
中
継
放
送
を
行
う
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
も
の
を
利

用
し
て
い
な
い
市
民
の
方
々
も
考
慮
し
つ

つ
、
施
設
へ
の
配
信
だ
け
で
な
く
家
庭
へ

の
配
信
、
あ
る
い
は
実
況
や
録
画
等
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
な
ど

に
つ
い
て

議
員

市
長

村上特別支援学校
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

あ
か
ね
町
か
ら
産
業
道
路
へ
通
り

抜
け
ら
れ
る
踏
切
は
狭
く
︑
朝
夕
の
通
勤

や
日
常
の
生
活
な
ど
に
踏
切
を
利
用
す
る

車
両
な
ど
が
増
え
︑
特
に
あ
か
ね
町
か
ら

産
業
道
路
側
へ
渡
る
時
に
︑
産
業
道
路
側

の
車
両
が
通
り
︑
踏
切
内
に
車
両
が
停
止

す
る
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
渡
り
切
る
妨
げ
に

な
る
こ
と
が
あ
り
︑
踏
切
を
通
過
す
る
車

両
の
安
全
を
確
保
で
き
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

あ
か
ね
町
の
世
帯
数
も
増
え
、
あ

か
ね
町
か
ら
市
道
望
城
線
に
通
じ
る
市
道

あ
か
ね
町
東
２
号
線
が
整
備
さ
れ
、
交
通

量
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
認
識
を
し
て
お

り
、
安
全
の
確
保
が
最
優
先
さ
れ
る
と
考

え
る
。

　

関
係
す
る
道
路
の
交
通
量
や
状
況
を
検

討
し
、
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
標
示
な

ど
に
つ
い
て
も
警
察
に
要
望
を
出
し
て
い

く
。

交通量が増加している「元病院踏切」

議
員

市
長

　
　
　

行
政
が
共
用
バ
ス
︑
保
育
園
バ
ス

な
ど
送
迎
業
務
の
運
転
を
日
々
委
託
し
︑

運
行
し
て
い
る
運
転
手
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

運
転
中
に
心
臓
麻
痺
︑
脳
血
管
障
害
︑
急

病
︑
発
作
な
ど
で
起
こ
し
た
痛
ま
し
い
事
故

は
︑
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
の
５
年

間
で
268
件
ほ
ど
起
き
て
い
る
。

　

健
康
な
ど
に
よ
る
事
故
は
予
期
せ
ず
に

起
き
る
も
の
で
︑
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
も

の
で
も
あ
り
︑
行
政
と
し
て
痛
ま
し
い
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
︑
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

市
で
は
、
共
用
バ
ス
、
築
地
保
育

園
バ
ス
、
適
応
指
導
教
室
送
迎
車
、
ス

ポ
ー
ツ
バ
ス
に
つ
い
て
は
運
転
手
を
雇
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
保
育
園
バ
ス
、

小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
委
託
に

よ
る
運
行
を
し
て
い
る
運
転
手
に
つ
い
て

は
、
短
時
間
雇
用
者
で
あ
り
労
働
安
全
衛

生
上
、
事
業
主
が
健
康
診
断
を
行
う
べ
き

労
働
者
に
該
当
し
な
い
た
め
、
自
主
的
に

は
年
１
度
の
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
る

が
、
日
々
の
確
認
は
実
施
し
て
い
な
い
。

行
政
が
委
託
す
る
運
転
手

に
つ
い
て

議
員

市
長

　

昨
今
、
運
転
者
が
突
発
的
に
意
識
を
失

う
な
ど
に
よ
り
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い

る
事
案
を
見
聞
き
し
て
お
り
、
今
後
も
で

き
る
限
り
運
転
手
の
健
康
状
態
の
把
握
に

努
め
、
送
迎
バ
ス
な
ど
が
安
全
に
運
行
で

き
る
よ
う
に
努
め
る
。

市で運転員を雇用し
運行する共用バス

　
　
　

第
二
次
総
合
計
画
で
︑
市
議
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
検
討
し
て
い
る

が
︑
ネ
ッ
ト
放
送
の
中
継
だ
け
で
は
視
聴

者
は
限
ら
れ
て
お
り
︑
現
在
の
環
境
の
中

で
築
地
地
区
︑
乙
地
区
︑
黒
川
地
区
の
施

設
を
加
え
て
の
中
継
放
送
を
行
う
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
も
の
を
利

用
し
て
い
な
い
市
民
の
方
々
も
考
慮
し
つ

つ
、
施
設
へ
の
配
信
だ
け
で
な
く
家
庭
へ

の
配
信
、
あ
る
い
は
実
況
や
録
画
等
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
な
ど

に
つ
い
て

議
員

市
長

佐 藤 武 志議員

元病院踏切について
（あかね町から産業道路へ抜ける踏切）
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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
一

部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
制
度

移
行
時
の
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
新

た
に
委
嘱
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
条
例
で

定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
提
案

す
る
も
の
。
農
業
委
員
は
、
旧
小
学
校

区
に
１
人
と
利
害
関
係
の
な
い
も
の
１

人
加
え
14
人
と
す
る
。
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
に
つ
い
て
は
中
学
校
区
に

２
人
ず
つ
の
８
人
と
し
て
提
案
す
る
も

の
。

　
　
　

旧
小
学
校
区
で
１
人
と
い
う
こ

と
だ
が
選
考
方
法
は
。

　
　
　

選
出
に
あ
た
っ
て
の
地
区
割
り
は

し
な
い
。
全
体
的
に
14
人
と
い
う
こ
と
で

公
募
す
る
。
こ
れ
は
他
薦
自
薦
問
わ
な

い
。
選
任
後
は
地
区
担
当
を
決
め
る
。
公

募
段
階
で
は
地
区
か
ら
１
人
と
い
う
よ
う

な
制
度
上
足
か
せ
を
か
け
る
こ
と
は
し
な

い
。 胎

内
市
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定
数

に
関
す
る
条
例

　
　
　

ど
こ
が
選
考
す
る
の
か
。

　
　
　

定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
選
考

委
員
会
を
開
催
す
る
。
選
任
に
あ
た
っ

て
の
必
須
事
項
が
あ
り
、
農
業
委
員
の

半
数
以
上
が
認
定
農
業
者
で
あ
る
こ

と
。
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事

項
に
利
害
関
係
の
な
い
も
の
を
１
人
入

れ
る
こ
と
。

　

農
業
委
員
会
会
長
、
会
長
代
理
、
委

員
の
月
額
報
酬
を
現
行
ど
う
り
と
し
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
の
報
酬
に
つ

い
て
、
同
推
進
委
員
は
農
業
委
員
会
総

会
や
事
前
審
査
会
等
に
出
席
を
要
し
な

い
た
め
、
そ
の
額
を
減
額
し
月
額
３
万

５
千
円
と
す
る
も
の
。
ま
た
、
国
に
お

い
て
創
設
さ
れ
た
交
付
金
を
財
源
と

し
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
た
活

動
実
積
に
応
じ
て
支
給
す
る
こ
と
と
な

る
報
酬
額
の
上
限
を
そ
れ
ぞ
れ
年
額

44
万
５
千
円
と
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

付
託
さ
れ
た
他
１
件
に
つ
い
て
も
全

員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し

た
。 胎

内
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

総
務
文
教

　

こ
れ
は
、
歳
入
歳
出
の
総
額
に
変
更

は
な
い
が
、
歳
出
予
算
の
金
額
に
異
動

の
必
要
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
市
内

４
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

取
り
扱
う
個
人
情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
強
化
の
た
め
、
指
静
脈
認
証
シ

ス
テ
ム
の
設
置
及
び
保
守
に
係
る
委
託

料
な
ど
を
計
上
し
た
。

　
　
　

４
ヶ
所
つ
け
る
と
の
こ
と
だ
が

指
認
証
の
必
要
性
は
。

　
　
　

包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ

ま
で
は
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
今
後
は
認
め
た
人
だ
け
が
閲
覧
可

能
に
な
る
。

　

本
件
は
診
療
所
の
勤
務
医
師
が
こ
の

６
月
に
退
職
す
る
こ
と
か
ら
、
代
替
医

師
を
県
立
坂
町
病
院
か
ら
派
遣
し
て
も

ら
う
た
め
の
関
連
予
算
で
あ
る
。
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
千
70
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
９
千

890
万
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
診
療
所

の
開
設
は
医
師
の
派
遣
日
時
に
合
わ
せ

て
、
週
３
日
午
前
中
の
み
と
な
る
。

　
　
　

毎
回
同
じ
医
師
が
来
る
の
か
。

ま
た
内
科
医
か
外
科
医
か
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
違
う
医
師
が
来
る
。

胎
内
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

胎
内
市
黒
川
診
療
所
運
営
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

内
科
医
で
あ
る
。

　
　
　

期
間
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

常
勤
医
師
は
並
行
し
て
探
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　

期
間
は
今
年
12
月
ま
で
で
あ

る
。
今
後
の
診
療
所
に
つ
い
て
は
需
要

動
向
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
利
用

者
や
医
師
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

デ
ジ
タ
ル
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム

と
内
視
鏡
洗
浄
装
置
の
執
行
は
ど
う
な

る
か
。

　
　
　

内
視
鏡
に
つ
い
て
は
見
送
り
た

い
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
ア
ナ
ロ
グ
の
も
の

が
ま
だ
使
用
可
能
で
あ
る
。
今
後
の
動

向
を
見
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

週３日（月曜・水曜・金曜日）の午前中のみ開設する黒川診療所

　

付
託
さ
れ
た
他
1
件
に
つ
い
て
も
全

員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し

た
。

常
任
委
員
会
審
査

厚
生
環
境
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﹁
胎
内
市
米
粉
の
普
及
促
進
に
関
す
る
条
例
﹂
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

胎
内
市
議
会
で
は
、
条
例
制
定
を
目
指
し
、
昨
年
４
月
に
「
米
粉
条
例
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
、
市
内
の
米
粉
関
連
施
設
の
視
察
を
は
じ
め
、
米
粉
料
理

の
試
食
や
米
粉
関
連
団
体
等
と
意
見
交
換
を
幾
度
と
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
６
月
定
例
会
初
日
に
条
例
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
平
成
29
年
７
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
全
域
で
さ
ら
に
米
粉
の
取
組
が
促
進
す
る
よ
う
吉
田
市
長
へ
要

望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

  

条
例
の
目
的

１
． 

胎
内
市
が
微
細
米
粉
発
祥
の
地
で

あ
る
こ
と
を
市
民
全
体
で
認
識
し

て
、
地
域
へ
の
誇
り
や
郷
土
愛
を

育
む
と
と
も
に
、協
働
の
下
、米
粉

の
普
及
促
進
を
図
り
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
。

２
． 「
米
粉
の
ま
ち 

胎
内
」
と
し
て
、

米
粉
文
化
や
米
粉
関
連
産
業
が
持

続
的
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
。

  ﹁
米
粉
の
日
﹂
及
び

  ﹁
微
細
米
粉
発
祥
記
念
日
﹂

　

市
民
の
米
粉
に
対
す
る
関
心
と
理
解

を
深
め
る
た
め
、
次
の
と
お
り
米
粉
の

日
と
記
念
日
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
米
粉
の
日
は
、
毎
月
４
日
と
す
る
。

・ 

微
細
米
粉
発
祥
記
念
日
は
、
11
月
17

日
と
す
る
。

メ
ー
ト
ル
の
路
線
で
あ
り
市
道
と
し
て

の
認
定
基
準
を
満
た
す
こ
と
か
ら
、
道

路
法
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
諮
る

も
の
。

　
　
　

市
道
認
定
に
は
幅
４
メ
ー
ト
ル
必

要
で
あ
り
︑
現
地
視
察
の
中
で
４
メ
ー
ト

ル
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
今
後
︑
拡
幅

す
る
の
か
。

　
　
　

公
共
施
設
等
に
連
絡
す
る
道
路

な
ど
公
益
上
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め

た
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。

　
　
　

幅
４
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
道
路

に
お
い
て
も
舗
装
や
整
備
面
で
市
道
認
定

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
は
多
い
と
思
う

が
そ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
答
え
る
の

か
。

　
　
　

予
算
面
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り

と
答
え
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
予

算
的
な
事
情
も
説
明
し
て
理
解
を
求
め
て

い
く
。

市道高野３号線

　

付
託
さ
れ
た
他
の
２
件
に
つ
い
て
も
全

員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
そ
れ
ぞ
れ
１
億

７
千
800
万
円
と
す
る
も
の
。
歳
出
に
は

送
水
ポ
ン
プ
故
障
に
よ
る
交
換
の
為
の

鼓
岡
浄
水
場
機
能
改
良
工
事
及
び
持
倉

地
内
で
漏
水
が
連
続
し
た
箇
所
の
排
水

管
整
備
工
事
に
係
る
工
事
負
請
費
を
増

額
し
た
。

　
　
　

当
初
予
算
で
見
込
め
な
か
っ
た
の

か
。

　
　
　

鼓
岡
浄
水
場
の
ポ
ン
プ
に
つ
い

て
は
当
初
予
算
時
に
は
故
障
し
て
い
な

か
っ
た
。

　
　
　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計
画
も
踏
ま
え

て
︑
今
後
は
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
　

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
大
体
20
年

を
耐
用
年
数
と
考
え
て
い
る
。
ま
も
な

く
20
年
経
過
す
る
物
も
あ
る
の
で
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
て
補
正
な
り
予
算
の
手

当
て
を
し
て
い
き
た
い
。

　

高
野
３
号
線
に
つ
い
て
、
集
落
か
ら

市
道
認
定
に
係
る
要
望
が
あ
り
、
起
点

が
高
野
字
日
渡
１
３
５
６
番
１
、
終
点

が
高
野
字
江
添
１
１
１
１
番
、
全
長
252

平
成
29
年
度
胎
内
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

胎
内
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り

【米粉普及の取組に関する要望書を手渡しました】

米
粉
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
！
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教
職
員
は
41
人
で
、
東
進
衛
星
予
備

校
と
連
携
し
た
学
習
も
行
わ
れ
て
い
る
。

   

部
活
動
で
は
、
１
年
目
か
ら
県
大
会

で
優
勝
し
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

始
め
、
ゴ
ル
フ
、
サ
ッ
カ
ー
、
卓
球
、
ラ

グ
ビ
ー
、
陸
上
競
技
な
ど
で
、
い
ず
れ
も

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
。

　

同
校
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
リ
ー

ダ
ー
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
３
つ
の
ポ

リ
シ
ー
を
掲
げ
、
世
界
で
、
社
会
で
、
大

き
く
活
躍
す
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
る
が
、
地
域
の
活
性
化
と
あ

わ
せ
て
期
待
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
学

校
と
し
て
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

 

（
文
責　

丸
山
孝
博
）今年春に完成した開志国際高校「武道場」

　

５
月
23
日
、
Ｎ
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
の
学
校

法
人
大
彦
学
園
・
開
志
国
際
高
等
学
校
の

校
舎
や
寮
、
運
動
施
設
の
見
学
及
び
学
校

運
営
等
に
つ
い
て
、
委
員
全
員
と
副
議
長

と
で
視
察
、
懇
談
を
行
っ
た
。

　

学
校
側
か
ら
は
、
４
月
に
就
任
し
た
関

校
長
、
伊
藤
副
校
長
は
じ
め
、
５
人
が
対

応
し
て
く
れ
た
。

　

同
校
は
こ
の
春
、
開
校
後
は
じ
め
て
の

一
期
生
63
人
を
送
り
出
し
、
４
年
目
を
迎

え
た
学
校
で
、
同
学
校
法
人
と
し
て
は
２

校
目
の
高
校
で
あ
る
。
県
内
の
私
立
高
校

と
し
て
は
東
京
学
館
以
来
、
30
年
ぶ
り
19

番
目
の
全
日
制
の
高
校
で
あ
る
。

　

施
設
は
、
旧
南
イ
リ
ノ
イ
大
学
新
潟
校

の
校
舎
及
び
寮
と
胎
内
市
の
施
設
で
あ
っ

た
旧
友
好
会
館
を
利
用
、
ま
た
開
校
に

伴
っ
て
設
置
し
た
体
育
館
、
グ
ラ
ン
ド
、

武
道
場
を
学
校
周
辺
に
設
置
し
て
い
る
。

　

全
日
制
普
通
科
の
な
か
に
、
定
数
10
の

医
学
科
進
学
コ
ー
ス
、
定
数
30
の
国
際

コ
ー
ス
、
定
数
120
の
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス

と
い
う
大
変
特
徴
の
あ
る
高
校
と
い
え

る
。

   

学
生
数
は
全
体
で
326
人
、
内
留
学
生

が
16.5
％
の
54
人
で
、
年
々
入
学
す
る
生
徒

が
増
加
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
特
待

生
で
、
480
の
定
数
に
は
ま
だ
達
し
て
い
な

い
。

   

県
内
か
ら
は
152
人
、
市
内
か
ら
は
10

人
が
在
学
し
て
い
る
。
ま
た
75
％
の
生
徒

が
寮
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

定
管
理
者
に
よ
る
施
設
運
営
が
行
わ
れ
て

お
り
、
館
内
は
玄
関
ホ
ー
ル
の
内
装
や
ト

イ
レ
が
改
装
さ
れ
て
い
た
が
、
物
産
館
本

来
の
目
的
で
あ
る
地
元
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
及

び
観
光
名
所
等
の
情
報
発
信
施
設
と
し
て

は
少
し
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
。
食
堂
部

分
は
今
ま
で
の
小
上
が
り
部
分
を
間
仕
切

り
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
を
確
保
で

き
、
気
兼
ね
な
く
食
事
が
楽
し
め
る
よ
う

創
意
工
夫
が
さ
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で

地
元
食
材
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
メ

ニ
ュ
ー
に
好
感
が
も
て
た
。　

　

調
査
し
た
「
里
山
食
堂
」
及
び
「
誠
福

亭
」
共
に
、
今
後
の
地
域
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
す
る
重
要
な
施
設
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
す
る
と
共
に
両
エ
リ
ア
に
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
新
た
な
賑
わ
い
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。　
　
　
　（

文
責　

小
野
徳
重
）たるが橋里山食堂

　

当
委
員
会
で
は
、
４
月
26
日
に
観
光
関

連
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。
調
査
対
象
施
設
は
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー
有
楽
荘
内
に
お
い
て
新
規
営
業
開

始
し
た
「
た
る
が
橋
里
山
食
堂
」
及
び
、

き
の
と
観
光
物
産
館
内
に
改
装
オ
ー
プ
ン

し
た
お
食
事
処
「
誠た
ら
ふ
く
て
い

福
亭
」
で
あ
る
。
各

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
た
る
が
橋
里
山
食
堂
」
は
有
楽
荘
の

一
部
を
食
堂
と
し
て
改
修
し
、
今
年
４
月

か
ら
新
た
な
指
定
管
理
者
が
施
設
運
営
を

行
っ
て
お
り
、
食
堂
内
は
旧
大
広
間
の
畳

の
上
に
概
ね
50
名
分
の
椅
子
及
び
テ
ー
ブ

ル
を
配
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

４
月
22
日
か
ら
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
以

来
、
客
の
入
込
状
況
も
順
調
で
あ
り
、
周

辺
施
設
と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
観
光
客

の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
観
光

協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
、
地
元
特

産
品
の
販
売
及
び
胎
内
市
の
情
報
発
信
・

Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
充
実
し
た
施
設
と
な
る
よ

う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

き
の
と
観
光
物
産
館
内
の
お
食
事
処

「
誠
福
亭
」
も
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
指

産
業
観
光
常
任
委
員
会

閉
会
中
所
管
事
務

　調
査
報
告

閉
会
中
所
管
事
務

　調
査
報
告
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政務活動費収支結果報告
平成28年４月１日～29年3月31日

平成28年度

平成 28 年度会派別政務活動費収支結果� 　　　　 （単位：円）

科　　　　 目 政務活動費
の内訳 政和会６名 緑風会４名 志政会とみど

りの未来４名 日本共産党 公明党 農政会 新風の会 胎政会２名

収 　 　 入 1,296,000 432,000 288,000 288,000 72,000 72,000 30,000 30,000 84,000
補助金内支出 1,296,000 432,000 288,000 288,000 72,000 72,000 30,000 30,000 84,000
返 還 金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
支 　 　 出 1,481,340 444,060 360,400 351,592 87,898 75,306 41,899 31,699 88,486

調 査 研 究 費 1,480,044 444,060 360,400 351,592 87,898 74,010 41,899 31,699 88,486
研 修 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
広 報 費 1,296 0 0 0 0 1,296 0 0 0
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資 料 購 入 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会 員 名

会 長 渡辺　　俊 渡辺　宏行 桐生清太郎

丸山　孝博 渡 辺 栄 六

榎 本 丈 雄

（H28.４月～
H28.８月）

佐 藤 武 志

（H28.４月～
H28.８月）

佐 藤 武 志
幹 事 長 天木　義人 薄田　　智 高橋　政実 　
副 会 長 佐藤　陽志 　
会 計 小野　徳重 八幡　元弘 渡辺　秀敏 榎 本 丈 雄
会 員 森田　幸衛 坂上　清一

（H28.９月～
H29.３月）会 員 森本　将司

会 員 富樫　　誠

平成 28 年度議員別政務活動費収支結果� （単位：円）

科 目 高橋　政実
( 志政会とみどりの未来 )

森本　将司
（政和会）

八幡　元弘
（緑風会）

佐藤　陽志
( 志政会とみどりの未来 )

渡辺　秀敏
( 志政会とみどりの未来 )

坂上　清一
（緑風会）

小野　徳重
（政和会）

渡辺　栄六
（公明党）

天木　義人
（政和会）

収 入 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
補助金内支出 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
返 還 金 0 0 0 0 0 0 27,602 0 19,451
支 出 48,418 49,131 56,784 113,582 48,298 54,091 20,398 48,493 28,549

調査研究費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
研 修 費 13,237 0 0 0 0 14,425 13,237 0 0
広 報 費 0 0 0 106,210 36,720 0 0 0 0
広 聴 費 0 0 0 7,372 0 0 0 6,686 0
資料作成費 25,305 38,274 0 0 11,578 2,550 7,161 39,864 0
資料購入費 9,876 10,857 56,784 0 0 37,116 0 1,943 28,549
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

科 目 佐藤　武志
（胎政会）

榎本　丈雄
（胎政会）

薄田　智
（緑風会）

渡辺　俊
（政和会）

桐生清太郎
( 志政会とみどりの未来 )

富樫　誠
（政和会）

渡辺　宏行
（緑風会）

丸山　孝博
（日本共産党）

森田　幸衛
（政和会）

収 入 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
補助金内支出 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
返 還 金 0 153 0 0 0 0 0 0 0
支 出 58,502 47,847 51,900 48,308 62,296 48,006 58,752 49,789 92,340

調査研究費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
研 修 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
広 報 費 0 0 0 48,308 0 0 19,440 0 92,340
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資料作成費 58,502 47,135 0 0 16,148 48,006 39,312 12,673 0
資料購入費 0 712 51,900 0 46,148 0 0 37,116 0
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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　６月２日（金）、３日（土）の両日、市内４会場において「市民と議会の意見交換会」を開催しました。２日間合計で、
３７名に参加いただきました。
　皆さまからいただいた貴重な意見については、今後の議会活動に活かしてまいります。
※今回、主な意見・要望を掲載しましたが、後日、全ての内容をホームページにて公開いたします。

項　　 目 質　問　・　要　望　等　

観 光 関 連

・塩の湯温泉に野菜や魚の販売所を設けてはどうか。
・塩の湯温泉と村松浜海水浴場を結びつけることで、それぞれの集客を図っていけないか。
・地本の水芭蕉について、時々、ＴＶなどにも取り上げられる観光地である。利用人数は把握し

ているか。また、ベンチやテントなど休憩場所がなく、利用しにくいのではないか。
・道の駅について、市の考えは。
・ロイヤルホテルからヒュッテに行くためのバスがないと聞いているが、どうなのか。６月 24 日
（土）に利用しようとしたが、運行していないとのことだが。

・町内会で、胎内市観光めぐりをした時、桃崎浜の神社と村松浜の金毘羅様の中を見るための手
続き、特に鍵の管理を集落でしているため、中を見せてもらうのが大変だった。貴重な観光資
源なので簡単に見れないのはもったいない。

・米粉をどのように普及させるのか。
・米粉の特産品が必要ではないか。
・胎内リゾートの経営状況など広く情報公開すべき。
・たるが橋交流センターの屋根など雪対策が不十分である。
・たるが橋遊園のオウムが亡くなったので代わりのオウムを。

防 災 関 連

・ 防災無線の迅速な対応について伺う。昨年、捜索事案があった。市の開庁前の時間であったため、
回答をもらうまでに１時間かかり、ちょうどそのころに行方不明者が発見された。もっと早く
対応できないか。

・防災士の組織化は図られているか。また、J アラートは正しく機能するか。

議 会 関 連

・政務活動費について。会派視察についての報告がない。ぜひ報告してほしい。
・議会の一般質問について、事前にどのような質問を行うかを市民に知らせてほしい。
・市民と議会の意見交換会を年２回開催してほしい。
・議員の名札を用意しておいて欲しい。
・議会で異議なしで決まっていることが多く感じるが議論がなされているのか。
・意見交換会の参加者が少ないので増やす工夫をするべき。

保 育 園・
学 校 関 連

・ 中学校の野球の大会で、レギュラーは市で負担するが、補欠分は自費で賄っていたり、マーチ
ングバンドの楽器を保護者が修理している。負担の軽減はできないか。

・新設予定の私立こども園について、議会で検討されたか。
・新設予定の新潟食料農業大学について、経緯は。

地 域
の 課 題

・今年に入り、海岸浸食が一段と酷い状況であるが、何とかならないか。
・ 旧きのと小学校には体育館とプールがある。自然の家利用者も多く、老朽化した建物など見苦

しいところがある。修繕や撤去を検討してもらいたい。
・鳥インフルエンザへの対策や臭気について伺う。
・ 地域にＡＥＤが少ない。きのと交流館のものは、休日や夜間は使えない。もしもの際、もっと

簡単に使用できるようにならないか。
・付近の店などがなくなり、歩いて買い物などができなくなった。便利でなくなったので対応し

てもらいたい。
・猿対策は、どうなっているのか。
・高速道路脇の側道を延長してほしい。

第5回　市民と議会の意見交換会
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地 域
の 課 題

・ 平木田駅について伺う。中条駅は西口を建設中であるが、平木田駅についても必要ではないか。
先日踏切事故が発生した。平林駅、加治駅などは、無人駅で両方からアクセスできる。利便性
と合わせ検討してほしい。

・高齢化の為、区費を上げられず町内会の維持が困難である。
・公園の遊具が老朽化の為、使用禁止になっているので修理して欲しい。

そ の 他

・胎内市は、県内で住みよさランキング２位だが、１位との差は何と考えているか
・ 新たに建設計画中のスマートインター付近を新井のようなハイウェイオアシスとしてはどうか。
・ 市は縦割りであるため、わからないこともあろうが、「私の職分でない」「知らない」などと返

答する職員がいる。レベルが低い。
・市長交際費が他市町村と比較して、高いのではないか。
・村上の中高一貫校には、何人くらい通っているのか。
・国保税は県で一本化されるのか。
・町内に市議がいない。市長が町内の会合に出席しない。市政に親密感がない。
・ ナカショクが 40 万羽もの鶏を飼育するようになった。悪臭などの環境の変化について、業者・

市役所ともに地元の理解を得ようとの姿勢がうかがえなかった。視察も頼んだが受け入れられ
ていない。しぶしぶ話を聞きに来た。お粗末な対応と言わざるを得ない。このようなことがな
いようにしてもらいたい。

・ 観光事業特別会計はなぜ廃止になったのか。

● 市民との意見交換会 アンケート調査 ●
◇会場別参加者数

産業文化会館 黒川地区公民館 築地農村環境改善センター きのと交流館 合計
10人 ５人 1人 21 人 37 人

　参加者からアンケートの記入をいただきました。集計結果は下記のとおりです。（35 人より回答）

設問① 年齢について
　　　 60 代 26 人
　　　 70 代 9 人

設問③ 意見交換会の開催時期について
　　　 良い 25 人
　　　 悪い 0 人
　　　 どちらともいえない 10 人

設問⑤ 意見交換会の感想や議会に対する意見や提言など（主なもの）
・質問に対し、解りやすく説明されている。しかし、市民の参加が少ない。
・ もっと多くの人に参加してほしい。議会に対する魅力がないのか。我々市民も考えていかなければな

らない課題です。
・時間が足りないように思う。
・テーマを観光、国保、地域づくり等グループで話し合えるようになれば参加者も増えると思う。
・意見に対して、その後の対応を知らせてほしい。
・議会として、住民の立場になって頑張ってください。

設問② 性別について
　　　 男性 33 人
　　　 女性 2 人

設問④ 意見交換会の内容について
　　　 良い  16 人
　　　 悪い  1 人
　　　 どちらともいえない  5 人

きのと交流館 黒川地区公民館
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表紙の写真   私たちの将来の夢は…… 信田 　莉々佳さん（小６）服屋
　　 　茉由佳さん（小４）保育士

　　 　紗衣佳さん（小３）お花屋
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後
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編
集
後
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編
集
後
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編
集
後
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　先
の
九
州
北
部
豪
雨
は
線
状
降
水
帯
が

継
続
的
に
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
土
砂
崩

れ
・
河
川
等
の
氾
濫
が
局
所
的
に
発
生
し

た
た
め
、
被
害
甚
大
で
人
的
被
害
も
多
く

発
生
し
た
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
と
こ
ろ
で

す
。　我

が
国
は
陸
地
の
70
％
が
山
間
地
で
あ

り
、
気
象
的
に
も
世
界
有
数
の
多
雨
、
亜

熱
帯
的
地
勢
で
す
。
毎
年
台
風
や
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
り
洪
水
、
土
砂
災
害
、
落

雷
、
竜
巻
な
ど
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ

の
と
こ
ろ
異
常
気
象
に
よ
り
大
気
が
不
安

定
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
過
去
に
な
い
大

雨
・
洪
水
・
土
砂
災
害
、
局
地
的
集
中
豪

雨
が
発
生
し
、
過
去
に
発
生
し
た
こ
と
の

な
い
場
所
で
も
内
水
氾
濫
、
洪
水
、
が
け

崩
れ
、
土
石
流
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
特
に
最
近
は
各
地
で
記
録
的
豪
雨

が
頻
発
し
、
極
め
て
短
時
間
に
住
宅
浸
水

や
土
砂
災
害
が
発
生
し
深
刻
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

　今
年
は
当
地
域
に
未
曾
有
の
災
害
を
も

た
ら
し
た
羽
越
水
害
か
ら
50
年
の
節
目
の

年
で
あ
り
、
当
時
の
水
害
体
験
者
が
数
少

な
く
な
る
中
、
今
一
度
水
災
害
の
怖
さ
を

再
認
識
し
後
世
に
語
り
継
い
で
行
き
た
い

も
の
で
す
。

（
小
野
德
重

　記
）

胎
内
小
学
校

　６
年
生

網
代

暖
花
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　の
作
品
で
す
。

私
は
学
校
の
情
報
委
員

会
で
「
一
週
間
ニ
ュ
ー
ス
」

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
新

聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
、
全
校
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
選
ん
で

い
ま
す
。
情
報
委
員
会
に

入
っ
て
人
前
で
話
す
楽
し

さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

の
ど

か

あ

じ
ろ

議
会
報
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

（
主
な
も
の
）

◎
平
成
29
年 

第
１
回
定
例
会
の
議
決
結
果
・

討
論
に
つ
い
て
（
Ｐ
２
〜
Ｐ
４
）

・
構
成
も
と
て
も
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
反
対
・
賛
成
も
わ
か
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
何
に
対
し
て
反
対
な
の
か
、
賛
成

な
の
か
、
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

◎
会
派
代
表
質
問・一
般
質
問
に
つ
い
て（
Ｐ
６
〜
Ｐ
15)

・
会
派
代
表
の
タ
イ
ト
ル
「
市
政
を
問
う
」
は

少
し
大
げ
さ
な
タ
イ
ト
ル
か
と
感
じ
ま
し
た
。

一
般
市
民
の
ど
の
く
ら
い
の
人
が
、
会
派
代
表

と
一
般
質
問
の
内
容
の
違
い
が
分
か
る
の
だ
ろ

う
か
。
会
派
代
表
は
誰
な
の
か
よ
り
も
、
一
般

質
問
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
方
が
自
然
で
柔
ら

か
い
と
思
い
ま
す
。

◎
常
任
委
員
会
審
査
に
つ
い
て（
Ｐ
1６
〜
Ｐ
1７
）

・
字
数
が
多
い
で
す
が
、
太
字
、
色
帯
な
ど
工

夫
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

◎
平
成
29
年
度 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ

い
て 

（
Ｐ
18
〜
Ｐ
19
）

・
２
ペ
ー
ジ
と
も
、
春
の
桜
色
ピ
ン
ク
カ
ラ
ー

刷
り
で
大
変
読
み
易
く
て
良
か
っ
た
。
市
民
の

興
味
の
あ
る
事
項
と
知
り
た
い
事
を
隙
間
な
く

掲
載
さ
れ
て
い
て
大
変
良
か
っ
た
。

◎
閉
会
中
所
管
事
務
調
査・行
政
視
察
報
告
に

つ
い
て（
Ｐ
20
〜
Ｐ
21
）

・
今
回
の
視
察
場
所
が
身
近
な
所
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
興
味
深
く
読
め
ま
し
た
。

◎
表
紙・裏
表
紙（
傍
聴
記
、編
集
後
記
等
）に
つ
い
て

・
写
真
は
、
時
々
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
調
整
を
し
た

方
が
良
い
と
思
う
も
の
が
あ
る
。

◎
そ
の
他
、市
議
会
に
関
す
る
意
見
、提
言
な
ど

・
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
の
ご
案
内
で
す

が
、
過
去
４
回
の
市
民
参
加
状
況
（
人
数
や
意

見
内
容
）
を
載
せ
て
い
た
だ
く
と
、
関
心
が
深

ま
る
と
思
い
ま
す
。

№
51
（
平
成
29
年
５
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
）
を
見
て

「
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
」
募
集

議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
議
会
だ
よ
り
」
に
関
す
る
ご

意
見
や
要
望
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
議
会
だ
よ
り
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
３

－

６
１
１
１（
内
線
１
４
１
１
）

　
　
　
　
　
　
　Ｆ
Ａ
Ｘ
４
４

－

７
８
７
５

応
募
締
切

　
　
　９
月
末
日




